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第２学年国語科学習指導案 

日時 令和３年１２月１５日（水）５校時 

学校名  小金井市立緑小学校 

対象   第２学年１組 ２９名 

授業者  蓑輪 一幸 

１ 単元名 お話のさくしゃになろう 

 

２ 単元目標 

   ・自分の思いや考え方が明確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考える

ことができる。 

・身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で使うことができる。 

・文章に対する感想を伝え合い、自分の文章の内容で表現のよいところを見つけるこ

とができる。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・身近なことを表す語

句の量を増し、文章の

中で使っている。 

（（１）オ） 

・「書くこと」において、自分の思

いや考えが明確になるように、事柄

の順序に沿って簡単な構成を考えて

いる。（B（１）イ） 

 

・「書くこと」において、文章に対

する感想を伝え合い、自分の文章の

よいところを見つけている。（B

（１）オ） 

事柄の順序に沿って粘り

強く構成を考え、学習課

題に沿って物語を書こう

としている。 
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４．本時の内容（７／１０時間） 

（１）目標 

    考えたお話の「中」を読み合い、よいところを見付けて伝えることができる。 

（２）展開  
○学習活動「発問」・児童の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導

入 

１．前時の学習を振り返る。 

 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

 

展

開 

３．考えたお話の「中」を読み合っ

て、よいところを伝え合う。 

○よいところを見付ける視点 

 様子を表す言葉を工夫しているか。 

  ［会話文の例］ 

   ・きく ・たずねる・答える 

   ・知らせる ・教える 

   ・つたえる ・さけぶ 

  ［様子を表す言葉の例］ 

   ・～みたい ・雨がザーザー 

   ・大急ぎで 

   ・ぐっすりねむった 

   ・にょっきり出たつめ 

   ・ザブランザブランしぶきを 

 

 

 

 

 

４．全体共有 

○自分が見つけたよいところを全体

で共有する。 

◇よいところを見付ける視点を明確にす

る。 

◇目的が、誤字脱字などの誤りを指摘す

るものではないことを知らせる。 

 

◇「言いました」より「たずねました」と

書くと、質問したんだなと様子が分かるな

ど、前時に確認した例を示す。 

 

 

 

◇お話の内容でよく分からないことがあ

れば、質問することでより内容がよくな

ることを知らせる。 

◆【思考・判断】考えたお話の「中」を

読み合い、よいところを見付けて伝えて

いる。 

（行動観察・スクールタクトのコメント） 

ま

と

め 

６．振り返り 

〇話し合いを基に、自分のお話がよ

くなるように修正する。 

 

７．次時への見通し 

 

◇発表の中で出てきた考えを自分のお話

に取り入れるとよいことを伝える。 

 

◇次時はお話の「おわり」の書き方を知

り、詳しく書いていくことを伝える。 

授業を見る視点【ICT】読み合ったり書き換えたりする際に、スクールタクトを使うことは

効果的だったか。 

【教科】話し合いをすることは、物語の内容を深めることにつながったか。 

 

 

物語の「中」を読み合い、話し合ってよいところをみつけよう。 
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